























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































光客） 飲食業者・小売業者等 消費者 消費者 消費者
シシャモ水揚量：
なしなし多い少ない；
シシャモ加工業者：：
集積！ 少ない Ｉ少ない
ｼｼｬﾓの認知度：！
非常に高い！高い Ｉ（比較的)高い
道外消費者からの認知(地；
域とシシャモとの関係の強さ；について)：
（比較的)高いｉ低い(近年､PRへの取り！ほぼなし
※マスコミなどでの取：組みが活発化）
り上げ、観光客の来訪； 毒繍藍鯛姜壽t竿;難の点で
ｼｼｬﾓ流通における地域の；位置づけ： ’北海道の特産品加二販売の中心的存在：議操悪地震川町への；Ｗ丞薑iii全；がみられる地域（地域の旬の嫌として)消費地域
一．且－－
ほとんどなし
※カペリンカロエは多
低い（近年次第に向上）
※カペリンとの認知混
乱あり
(北海道の特産品として）
消費地域
第６図シシャモの流通と関係地域の位置づけ
（調査結果より作成）
金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編） 第５７号平成２０年5４
販売にあたっては，消費者らから高い評価を得
て納得して購入される状態を得るため，より一
層品質や生産過程，商品価値などについての極
め細やかな説明や徹底した品質管理の重視が求
められる．また今日では，伝統的な高品質の干
しシシャモの製造だけでなく，栄養摂取にも配
慮した洋食メニューの提案やオスシシヤモの紹
介など，これまで対策が十分講じられていな
かった面への取り組みや，新たな需要や用途の
開拓が進められつつある．その際，杉本（1997）
や波積（2002）で指摘されたように，生産者や
加工業者は，商品や資源に責任や自信を持ち，
消費者への丁寧な説明や調理方法などの提案に
あたり，購買への心理的障害を低める工夫も考
慮されるべきである．
現在の消費者行動には，環境倫理，生活向上
への貢献度なども含めて商品を選択する傾向も
みられる．商品の品質へのこだわり，説明機会
の充実を考えると，シシャモの認知向上，販路
拡大のために，物産展などでの対面販売や生協
を通じた流通に取り組んだことは妥当な選択で
あったといえる．シシャモの商品性格，資源状
況を考慮すると，日常的に大量購入選択される
流通上の位置づけの構築を目指す必要はなく，
またそれは現実的ではない．シシャモに対する
知識理解と好意的評価を消費者が持ち合わせて
いれば，贈答品の購入機会や贄沢なニーズを満
たす機会に，数ある商品の中からシシャモの選
択，購入を検討する可能性も高まる．竹ノ内
（2004）が佐賀関漁協の関サバ・アジの事例で
指摘した,自地域製品の品質向上から取り組み，
地域にある固有資源を再評価し，いかに付加価
値を創出していくかを追及すること，消費者が
求めている安全・安心・健康や，商品の持つ高
い品質・希少性・物語性の活用は，国産シシャ
モにも共通するブランド化戦略や地域水産業振
興策に着手する上での重要点である－
－方で，シシャモは，そもそも資源量が小さ
い魚種である．近年の需要拡大に応えるため，
加工に必要な質・量のシシャモを確保しようと
買受人らはより高値で集荷しようとし，それが
魚価上昇につながっている．干しシシャモの製
造コストや販売価格が過剰に上昇する事態や，
価格に見合った質の商品提供ができない状況が
今後発生すると，消費者離れや取引先との信用
を崩す要因になりかねない魚価上昇は，不安
材料でもある'2)．また，魚価上昇と地域外出荷
の増加の結果，以前に比べて，元来地域の旬の
食材であるシシャモを地域住民が食しにくく
なっている点は課題である．（``鵡)||の，,“北海道
の，，）シシャモを地域外にアピールし，人々に認
知・評価されていくには，地域住民がシシャモ
を食し，味だけでなく食文化や伝承，生態や資
源保護などを含めてシシャモの魅力と価値を理
解する機会が保障され，彼らが地域資源・産業
の支援者，情報発信者となり得る状況を確保す
ることも鍵である．また，鵡川町も含めて，限
られた資源を有効に活用するためにも，オスの
評価向上，消費拡大のための活動を今後検討，
推進することが課題である．
本研究では，例えば函館など，シシャモ水揚
げは無いが加工への着手がみられ，カペリンカロ
エにも取り組んでいる道内外の活動地域につい
て，注目が不十分であった．また，消費者の（カ
ペリンとの比較を含めた）シシャモ製品・産地
への認知・評価，購買を決定する際の判断要素
などに関して，十分な考察に至らなかった．こ
れらの考察の深化は，今後の課題である．
[謝辞］研究に際し，北海道農水林務部，北海
道立水産孵化場，鵡)||漁協，鵡川町の加工業者
の方々，釧路市漁協ならびに釧路市東部・昆布
森・白糠漁協の漁業者の方々，胆振・日高・十
勝・釧路各支庁，Ｃ生協，水産バイヤーＵ氏よ
り，調査協力，ご支援を賜った．そのほか御高
配を賜った全ての方々に，御礼申し上げます．
なお，要旨は，2004年度日本地理学会春季学術
大会（青山学院大：２００５年３月）で報告した．
研究には，平成１６年度科学技術研究費(課題番
号：16780152）の一部を利用した．
林紀代美：輸入カペリンの大量流通下における北海道産シシャモの生産・加工と販売努力５５
注： 干しシシャモにしてもメスより低価格で販売されて
きた．しかしオスは，魚体が大きいオスは産卵によ
る体力消耗が少ないため,味はメスより良いとされる．
また，自然界ではオスメスほぼ同比率で存在している．
貴重なシシャモ資源を漁獲,利用しているにもかかわ
らず，子持ちのメスに過剰に注目することに対し，疑
問ももたれてきた．これらの点から，オスを含む資源
の有効活用の必要,性が関係者の間でも指摘されてき
た．
１０：この間，４漁協の関係者約９０名に年数名ずつ
交代で対面販売に参加させている．消費者と交流する
ことで，漁業者は消費者の注目点などを知り，出荷物
への船名表示や丁寧な取り扱い，統一サイズ・規格で
の出荷の必要性を実感し，改善に努めた．また，漁業
者のシシャモに対する説明能力や資源保護への関心
も増したと言われる．
叩2003年度の年間販売実績は,メス８尾ｌｌＯｇ(780
円)2,235パックとメス10尾］209（880円)1,327パッ
クであった.２００４年４～９月には,メス８尾１００９（650
円）5,397パックが購入された．
１２：鵡川町や釧路市での聞き取りによると，1990
年代末以降の価格上昇の度合いは,漁業者を含む関係
者の間で憂慮されている．「北海道水産現勢」を参照
すると，シシャモの平均単価は，漁獲量の少なかった
1980年代より現在のほうが高水準で推移している．
1980年代前半から］990年代前半までの平均単価は
600円代/kｇで安定していたが，1995-2000年には942
円/k9,2001-03年には1,08］円/kｇに上昇した．
ｌ：Ｋ､HAYASHLComparativestudyonthefeaturcand
evaluationoftheproductionandtradeactMtyoncapelin
fbrhumanconsumptionexpoltedtoJapan．地域漁業研究
(JoumaIofRegionaIFisheries)47-2（印刷中)．
２：鵡)||町ホームページ（httpWwwwlO・plala・orjp／
mukawa/mukawa-infb/shisyamoOLhtm（2005年４月)）
や加工業者のパンフレット等でも，アイヌ民族のシ
シャモ伝説が紹介・記載されている．
3：サケ目キュウリウオ科の中で，シシャモ（シシャ
モ属シシャモ）と，カペリン（マロータス属力ラフト
シシャモ）は，別種である．詳細は，多紀保彦ほか１
９９９「食材魚貝大百科l』平凡社，124-125．『北海
道水産現勢』には，年により宗谷・根室支庁でシシャ
モの水場記録がある．北海道立水産孵化場などによる
と，これらは国産カペリンで，近年は多い年でもｌｏ
ｔ前後にとどまっている．本稿では，国産カペリンは
考察から除外した．
４：２００４年１０月の鵡)11町での調査時には，サイズ
や品質にもよるがメスのみ１０尾の干しシシャモとオ
スのみのそれの価格では，300～500円程度差がみら
れた．
５：胆振・釧路支庁及び鵡川漁協・釧路市漁協の資
料によると，２００３年のキロ当たり平均単価は，鵡jll
漁協では水場開始直後の時期(10/7-11)967～1,249円，
抱卵状態が最良の時期（10/27-11/l）1,916～2,218（最
高値）円で，釧路市漁協では前者（10/27-11/]）1,651
～1,878円，後者（11/10-20）1,547～1,972円であった
（最高値は最終日（11/24．全道での漁獲最終日）の
2,048円)．操業時期の重なり具合や漁獲規模の違い，
産地の違い等が価格形成に影響するので,鵡川漁協の
ほうが最盛期の平均価格は高めであった．
6：例えば2002年度の場合，各支庁を通じて集計さ
れた関係漁協の漁獲実績によると，全道で1,216ｔ，
１６億7,931万円の水揚げがあり，平均価格は1,381円
であった．同年の操業隻数は250なので，１隻あたり
の平均水場金額は６７１万円であった．
７：2004年の鵡川漁協のししやも桁網漁業の操業隻
数は２９（鵡川地区１８・厚真地区11）であった．
８：農林水産省食品流通局品質課2000．「生鮮食品
品質表示基準Ｑ＆Ａ』，１９．
９：オスは，昆布巻きの芯などに安価で取引され，
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